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＜電波の伝達経路＞

①親局→②来日岳→④簡易中継局→⑤戸別受信機（竹野）

→⑥戸別受信機（竹野）

①親局→②来日岳→③郷路岳→⑦戸別受信機（但東）

＜グループ分け放送のしくみ＞

①音声放送の前に放送をしたい地区の行政区コードをデジタ
ル信号で戸別受信機へ送信する。

②戸別受信機には、行政区コードが記録されており、①のデ
ジタル信号を識別することにより、自分（戸別受信機）が次に
送られてくる音声放送を行なうかどうかを判断して音声放送す
る。

③①のデジタル信号により、緊急時の最大音量機能や区内・
校区・公民館等のグループ分け放送を実現している。

※①のデジタル信号の識別の方法がメーカー毎に異なって
おり、親局と戸別受信機が同一メーカーのものでないと正常
に受信することはできない。（メーカー間の互換性がない。）
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